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来る２０３０年には、「同窓会 

創立５０周年」を迎えます。同

窓会員にとっては、正に世紀の

大イベントといえるでしょう。

それには年々歳々気運を盛上げ

ていかなければなりません。 

 そこで、財務面で「５０周年記念事業積立金」

の創設を行い、毎年度この言葉を「見る・聞く・

考える」こととなり、逐年増える積立金の残高と

連動して、気運の高まりを持続させることができ

ます。これからの１０年は時代の変節に当り、想

像さえ付かない目まぐるしい、変化の到来となる

であろうことから、これらに対応する足がかりを

築くために、昨今、以下の動きを念頭においてお

きたいものです。 

１、〝コロナ戦線〟を制しましょう。 
 コロナ戦線の敗北宣言は許されません。一時劣

勢を強いられ、失われた既存の秩序は今勢いよく

戻りつつあると同時に、窮地に生み出された新し

い社会秩序がめざましい勢いで成熟しつつありま

す。人類の叡智は、今までも幾多の困難を乗越え

て進化を持続させてきました。 

 今までの当り前の日常が、当り前でなくなれ

ば、新しい”当り前”を築き上げて、同窓会も変

化の受入れに、果敢に挑戦していかなければなり

ません。 

２、母校の入学応募者がひさびさに、

全学科とも定員を満たしました。 
 要因として、①行政機関による一体的な募集活

動の展開 ②広範なＰＲ媒体の活用 ③レイカデ

ィア御三家なる［えにしの会・サポートの会・同

窓会］の精力的な参画 ④校名・立地の変更 ⑤

リカレントやＳＬＥＣ（エスレック）の新設 ⑥

ＣＯＺＹＴＯＷＮ（コージ－タウン）の設置など

が思い浮びますが、要は何事も持続するために

は，変わり続けなければならないという，箴言の

証左だといえます。同窓会の持続的発展と入会率

向上を、目指すための示唆と自覚いたします。 

３、デジタル社会の変貌深化（ＤＸ）

の波が、同窓会へもヒタヒタ
．．．．

と。 
滋賀県総合企画部ＤＸ振興課から、シニア世代

のＤＸ振興施策への参画依頼がありました。 

急速に進化するデジタル社会のインターフェイ 

 

 

 

 

スである、ＰＣ・タブレット・スマホ等々の初歩 

的な扱い方や楽しみ方の、インストラクターの 

急速に進化するデジタル社会のインターフェイ 

スである、ＰＣ・タブレット・スマホ等々の初歩 

的な扱い方や楽しみ方の、インストラクターの役 

割を同窓会員に担ってほしいということです。 

行政とのタイアップは私たち同窓会活動の基本 

方針の一つでもあり、広報情報部会（ＨＰ管理

班）を中心に、意欲ある会員の積極的な参画を願

って已みません。 

これからの時代には、ＨＰ管理班の立ち位置の

重みは、益々大きくなると思料いたします。 

４、遭い合う集い対面事業の良さが、
再認識されています。 

 多くの場面でリモート化が賞賛されていました

が、ここに来て①旅の解禁 ②ライブの解禁 ③

対面会議の再開 ④スポーツイベントの再開 ⑤

三密規制の緩和等々で、人は触れあってこそ人で

あるとの想いが湧上がってきました。同窓会も①

対面会議 ②交流会、歓迎会、懇親会､バス旅

行、ＧＧ大会 ③大規模イベント参加等々が、実

施されるに至って曾ての活力と和みが生れ、大切

な和合集団を取戻せつつあると思います。同窓会

もコージータウンのコンセプトのような、「ほっ

こりと居心地のよい居場所」となれるように、会

員の皆さんの思いを共有いたしましょう。 

５、県下を俯瞰する大型イベントへの
参加は、同窓会全体で・・・。 

滋賀県スポーツ部（びわこマラソン・滋賀国体

等）、総合企画部（ＤＸ振興事業）、美国会（琵琶

湖畔一斉清掃事業）等が企画される大規模イベン

トへの参加は、同総会本部事業として受止め、実

施現場は今までと同様に、各支部の事情に応じて

柔軟に対応し、参加者についても同様の自由度を

持って行うことが、マスメディアの関心を集めや

すく、同窓会の社会的認知度の向上に、寄与する

ものと考えられます。 

以上、今期の同窓会活動は、来たるべき次世代

の生れ変わった、同窓会の有り様に思いを馳せ

て、会員の皆さんの計り知れぬポテンシャルの 

発揮を促す機会としたく考え、同窓会の「現在・

過去・未来」について、つらつらと思いを巡らし

て見ました。 

役員ならびに会員の皆様の、ご理解とご協力を

御願い申上げます。 
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同窓会の会員の皆

様におかれましては、

レイカディア大学の

卒業生が、地域の担い

手として活躍いただ

くという、開設の趣旨 

を長きにわたり実践いただき、地域になくて

はならない存在となっていただいていますこ

とに深く敬意を表しますとともに、改めて感

謝を申し上げる次第であります。 

さて、滋賀県社会福祉協議会は 1952年５月

に社会福祉法人格を取得し、2022年は 70年と

いう節目の年でした。これを契機に、10月に、

「ＣＯＺＹ ＴＯＷＮ（コージータウン）」を

アル・プラザ彦根に開設し、レイカディア賛歌

の歌詞にある「ともに学ばん、ともに遊ばん、

ともに生きなん」の学びの場としてアクティ

ブシニアの活動拠点となるよう彦根キャンパ

スを開講いたしました。 

あわせて、草津校も草津キャンパスとして

名称の変更を行い、2022 年は２つのキャンパ

スを開講するという、レイカディア大学にと

っては大きな転機の年となりました。 

 この転換期に入学された第 44期生は、同窓

会の皆様のご尽力により定員を超える入学希

望者となり、多くのアクティブシニアの入学

により、これまで以上に活気溢れるキャンパ

スとなっております。 

また、「ＣＯＺＹ ＴＯＷＮ」では、シニア

の方々の多様なニーズに対応していくために

短期講座「ＳＬＥＣ（しがレイカディアエクス

テンションカレッジ）」を 2022年 11月からス

タートさせました。 

この短期講座は、レイカディア大学卒業後

のさらなる学びの場として、同窓会の皆様か

らご要望を踏まえて実現したものであり、ご

協力いただいたアンケート結果をもとに、「今

日用（教養）と今日行く（教育）」をつくるこ

とを趣旨として、2022年度は 10講座を実施し

ております。 

「ＣＯＺＹ ＴＯＷＮ」の２年目を迎える

2023 年度も、充実した講座の実施と安定した

運営に加え、認知度を高めることによりレイ

カディア大学の魅力あるキャンパスづくりと、

シニアの方々の多様なニーズに応じたＳＬＥ

Ｃ講座を企画していきたいと存じますので、

お気づきの点等ありましたら、忌憚のないご

意見をいただけると幸いでございます。 

レイカディア大学は、これまでの４０年間

余り長きにわたっての培った実践を「温故知

新」の精神で継承しながら、これからも時代の

要請に合わせ、新たなチャレンジをしていき

たいと考えております。同窓会の皆様におか

れましては、今後ともレイカディア大学の発

展にご支援ご協力を賜りますようお願いいた

します。 

結びに、レイカディア大学同窓会の今後の

ますますのご発展と会員の皆様方のご健勝、

ご多幸をお祈り申し上げまして、私からのメ

ッセージといたします。

 

滋賀県レイカディア大学 
学長 渡邉光春 
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滋賀県レイカデ

ィア大学同窓会会

員の皆様におかれ

ましては、日頃か

ら、レイカディア

大学の運営や在学

生への支援に対し

多大なる御支援、

御協力をいただ 

き、誠にありがとうございます。また、レイ

カディア大学の卒業生として、さまざまな活

動を通じて地域づくりの担い手として御活躍

いただいていることに、心から感謝申し上げ

ます。 

 

昨年度は、レイカディア大学同窓会の創立

４０周年式典に出席し、皆様の日頃からの活

動に対して感謝の思いを直接お伝えする貴重

な機会をいただきました。創立５０周年に向

けての新たなスタートとして、ますますの発

展を目指されるとの力強い御発言をはじめ、

皆様の熱量を肌に感じ、大変心強く感じまし

た。 

 

さて、県では、「人生１００年時代」と言

われる中、誰もが居場所や生きがいを持ち、

様々なつながりの中で、生涯を通じて、自分

らしく生き生きと活躍できる地域づくりや社

会の実現を目指して様々な取組を進めている

ところです。 

 

レイカディア大学卒業生の皆様は、まさ

に、アクティブシニアとして、地域づくりの

担い手としての活動を実践いただいており、

大変に頼もしい存在であると感じておりま 

在学中はもとより、生涯を通じて培われた

豊富な知識や経験をお持ちの皆様が、地域活

動を通じてさらなるつながりの輪を広げてい

ただくことが、地域づくりの大きな活力にな

るものと考えております。 

 

また、今後のアクティブシニアの新たな活

動拠点として、令和４年１０月には、彦根駅

前のアル・プラザ彦根内に「ＣＯＺＹ ＴＯ

ＷＮ」が開設されたところです。同拠点にお

いては、レイカディア大学米原校が、学び舎

としての環境充実を図るため、彦根キャンパ

スとして移転し、さらに、アクティブシニア

を目指す方を対象とした短期講座「ＳＬＥ

Ｃ」が新たに展開されております。 

 

これらを契機として、レイカディア大学の

さらなる活性化とともに、同窓会の皆様をは

じめとするアクティブシニアの方々が、さら

なる知識や技術の取得やつながりの輪を広げ

ていただくことにより、その活動がますます

充実、発展されますことを大いに期待してお

ります。 

 

皆様におかれましては、これからも健康に

十分に留意いただき、今後とも、地域づくり

やレイカディア大学の運営に対して、より一

層の御支援、御協力をいただきますようお願

い申し上げます。 

 

結びとなりましたが、同窓会のますますの

発展と、会員の皆様の御健勝、御多幸を祈念

いたしまして、「つながり第３９号」の発刊

にあたっての御挨拶とさせていただきます。

す。 
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彦根駅前（アルプラザ平和堂内） 

レイカディア大学 彦根キャンパス 

 

- 
（東方面） 

佐和山城跡 

（東方面） 

陸上競技場 
（建設中） 

 

（西方面） 

芹川欅並木 

 

（西方面） 

キャッスル 

ロード 

 

歴史的景観 

彦根文化遺産 

事務局 

人数に応じて３教室に

分かれて授業できます。 

設備も充実！ 

教 室 

多目的スペース 

平和堂さんが管理をされて

いますが、展示会等イベント

に利用できる癒しのレスト

スペースです。 

 

彦根城一望。約 50席位。 

県社協 直営店。 

会議、会合に使用も一案。 

事務所に入って一番手

前が、レイ大キャンパス

事務局になります。
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 レイカディア大学同窓会のホームページは８年経過しました。この間先輩諸氏の努力のおかげ

でホームページの存在価値が認められて来ておりますこと皆様方のおかげと感謝しております。 

 これまでの主な変更は令和２年１月、ホームページレイアウトの簡素化をおこない、同年 8 月

にはレンタルサーバーの切り替え、データ移行を実施して支部単位に FTPアカウントを設定した

ことで、より安全で容易な運用できるようになったことです。また、令和 4年度に支部ごとの重

要データの保管場所をレンタルサーバーに設け、バックアップ場所を確保しました。 

 今後ともタイムリーに掲載できるように努力してまいります。ご協力の程、よろしくお願いい

たします。 

                             令和４・５年度 HP管理班長  
                             野川 篤美（守山・野洲支部 36期地域文

化） 

【主な改善点】 

・HP管理担当複数性採用 

 各支部の担当者として正副制を採用し、正担

当者に事故あるときは遅延することなく、副担

当が対応できる体制としました。当面前任者が

サブとしてフォローしていただきます。 

・支部単位のデータバックアップ機能環境提供 

 現在のレンタルサーバー内に個人 PCにあるデ

ータを保管できるバックアップ環境を整えまし

た。 

～ 容易で安定性を追求したホームページ運営を目指して～ 

URL： sttps://lacadosokai.com 

令和4年度ホームページ管理担当一覧

役職・支部名 氏名 卒期・学科

広報情報部会長 濱 口 勝 司 32期地域文化

HP管理班長
守山・野洲

野 川 篤 美 ３６期地域文化

大津 中 村 登 ３７期園芸A

HP管理副班長
草津・栗東

田 村 隆 光 41 びわこ環境

守山・野洲 芝 田 三 義 41期園芸

甲賀・湖南 原 田 順 子 ３９健康づくり

近江八幡 川 村 護 ３５期北近江

中部 前 田 邦 博 ４０健康づくり

湖東 川 口 久 隆 ４０園芸

湖北 谷 口 惣 亮 ４１園芸

高島 湯 浅 清 明 ４０園芸B
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 氏名 卒校 学科 

 

赤 枝 進 草津 園芸 

今 橋 久 之 〃 〃 

岩 崎 恵 子 〃 〃 

上 田 留 市 〃 〃 

近 澤 淑 子 〃 〃 

中 村 幸 弘 〃 〃 

蓮 尾 秀 俊 〃 〃 

村 田 省 三 〃 〃 

浅 井 雅 代 〃 〃 

荒 川 篤 〃 〃 

喜 多 孝 〃 〃 

澤 道 夫 〃 〃 

原 多 恵 子 〃 〃 

堀 保 夫 〃 〃 

山 里 純 利 〃 〃 

横田三樹夫 〃 〃 

石 川 鈴 江 〃 陶芸 

泉 喜 代 子 〃 〃 

大 西 雄 治 〃 〃 

小 野 猛 彦 〃 〃 

川 嶋 良 典 〃 〃 

川 端 恭 子 〃 〃 

岸 紀 雄 〃 〃 

小 林 正 幸 〃 〃 

田 中 悦 子 〃 〃 

玉 山 国 雄 〃 〃 

塚 本 光 代 〃 〃 

辻 井 信 夫 〃 〃 

村 上 智 〃 〃 

村 林 秀 隆 〃 〃 

山 中 邦 枝 〃 〃 

渡 辺 秀 雄 〃 〃 

石 川 弘 雄 〃 び環 

市 川 和 夫 〃 〃 

井 上 徳 善 〃 〃 

熊 谷 隆 〃 〃 

高 木 清 人 〃 〃 

高 木 貞 子 〃 〃 

瀧 上 絹 子 〃 地文 

野 呂 勝 美 〃 〃 

船 水 幸 子 〃 〃 

池 田 雅 子 〃 健づ 

井 上 聡 〃 〃 

大 橋 力 子 〃 〃 

中 山 敦 生 〃 〃 

橋 辺 昌 子 〃 〃 

原 田 益 栄 〃 〃 

本多千恵子 〃 〃 

山 内 孝 子 〃 〃 

小 野 義 郎 
（40期） 

〃 陶芸 

 氏名 卒校 学科 

太 田 正 雄 草津 地文 

奥 村 良 雄 〃 〃 

北 村 兼 一 〃 〃 

柊 裕 子 〃 〃 

森 脇 文 則 〃 〃 

大 﨑 壽 美 子 〃 〃 

朝 田 文 作 〃 び環 

竹 田 龍 弘 〃 〃 

池 田 和 康 〃 園芸 

大 田 晴 美 〃 〃 

出 口 嘉 之 〃 〃 

吉 岡 通 雄 〃 〃 

大 西 孝 子 〃 健づ 

淺 野 秀 二 〃 陶芸 

宮 本 稔 〃 〃 

坂 本 登 志 

（ 3 9 期卒） 

〃 地文 

 

岡 本 弘 子 草津 園芸 

北 村 章 〃 〃 

三 木 祥 子 〃 〃 

山 本 文 子 〃 〃 

岩 本 敬 二 〃 〃 

吉 川 ゆ き 尾 〃 健づ 

恒 川 富 志 男 〃 地文 

金 守 一 郎 〃 〃 

藤 川 正 博 〃 〃 

 

竹 内 み ゆ き 〃 園芸 

赤 祖 父 清 克 〃 〃 

谷 川 敬 二 〃 〃 

家 城 美 幸 〃 〃 

田 中 聰 徳 〃 〃 

市 原 克 夫 〃 健づ 

 氏名 卒校 学科 

西 澤 宗 雄 草津 園芸

村 井 豊 喜 〃 〃 

武 山 き み 子 米原 〃 

藤 本 道 子 草津 地文 

織 田 文 雄 米原 園芸 

高 岸 典 子 〃 〃 

松 居 清 三 〃 〃 

元 持 弥 一 郎 〃 〃 

川 村 節 子 〃 健づ 

川 上 幹 夫 〃 〃 

石 川 加 代 子 〃 〃 

北 村 繫 太 郎 〃 〃 

ヘイグジョン 草津 び環 

岸 き み 子 米原 園芸 

熊 崎 重 綱 〃 〃 

藤 居 温 子 〃 健づ 

中 澤 廣 子 〃 〃 

森 島 一 雄 草津 地文 

竹 内 早 苗 米原 園芸 

若 狭 忠 治 〃 〃 

長 谷 川 澄 夫 〃 〃 

佐 藤 弘 〃 〃 

東 信 子 米原 び環 

熊 谷 和 美 草津 園芸 

平 井 政 一 〃 地文 
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写真で見る草津・栗東支部のこの一年 

令和 4 年（2022 年）1 月～令和 4 年（2022 年）12 月 

4/4 春のハイキング 

9/16-18 作品展・活動展 

10/18 琵琶湖岸清掃活動 

5/25 春季グラウンドゴルフ大会 

R3.12-R4.11 小学校環境整備 

2/14 部会別全体会議 

4/18 支部定期総会 

9/29 ノルディックウォーキング 

6/25 第 4 回陶芸教室 7/14 スローイングビンゴ大会 

5/20 第 16 回歴史探訪会 

3/25 42 期生新会員歓迎説明会 

10/17 サントリー工場見学 

10/27 秋季グラウンドゴルフ大会 11/22 本部グラウンドゴルフ大会 12/2 南禅寺の紅葉と琵琶湖疎水記念館 

12/14 地域事例発表会 12/5 秋のハイキング 
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令和４年 11月 現在の会員数 １３７名〈 守山：８９名  野洲：４８名 〉 

★第 27回守山･野洲支部定期総会[4月 20日 於：守山市図書館大ホール 

本年度総会は一般会員参加の下、開催致しました。参加者 45名（支部役員 4名・新旧理事 22名、監事 

２名、顧問１名）で開催しました。なお、総会終了後に市立図書館館長の講演で講演会を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

★第 39回春季グラウンド・ゴルフ大会 [５月 18日 於：川田グラウンド・ゴルフ場] 

 五月晴れの好天に恵まれたＧＧ日よりのもと、同窓会会員 30名の参加者で 24ホールを楽しく・和やかに

過ごすことが出来ました。 

★第 24回作品展 [６月 24～28日 於：野洲市立図書館] 

 今回は出展者 42名、出展作品数 89点、来場者数 205名となりました。作品は大津絵・押し花・写真絵

画・盆栽・陶芸等、多義に亘り、会員の皆様の日頃の活躍を垣間見ることが出来ました。 

 

★押し花教室[9月９日 於：守山市民交流センター] 21名の参加を得て無事開催出来ました。岡田先生の 

指導を得、「御所車」「マイガーデニング」それぞれの作品を制作することが出来ました。久しぶりに皆さ

んの元気なお顔を拝見でき、楽しい一時を過ごすことが出来ました。 

 

★湖畔一斉清掃 [10月 24日於：あやめ浜湖岸一帯] 
 当日は少し肌寒い天気でしたが、雨の心配もなく 40名の多くの方々の参加で、午前 9時 15分から開会式

を行い、9時 30分から清掃活動を開始しました。一見あまりゴミもないように見えましたが、実際に活動

すると思いのほかゴミが集まり、最後にはトラック一杯のゴミが集まりました。 
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（会員数１０２名） 

①支部総会（４/１５）    ＊本部定期総会（５/１１）甲賀・湖南支部担当 

②平和堂４４期生学生募集活動（チラシ配布６/２６・６/２９） 

③支部グランドゴルフ大会（７/１） 

④地域ボランティア活動（河川清掃１１/４） 

⑤同好会（里山ハイキング４/5・１１/１５、グランドゴルフ大会１１/４） 

⑥定例理事会（10回/年）、理事会後の散策会、広報活動（支部だより第３３号の発行７/２５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で綴る２０２２甲賀・湖南支部この 1年 
令和４年（２０２２年）１月～令和４年（２０２２年）１２月 

本部総会で司会をする本田支部長 

学生募集配布活動(石部・水口店) 

グラウンドゴルフ同好会 

定例理事会風景 
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令和 3年度第 4回親睦 G.G大会 

令和 4 年 3月 11 日 

5月 7日令和 4年度定期総会 5月 7日慶祝者表彰式 5 月 7 日新入会員歓迎会 
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4/21 定期総会（役員総会） 6/20 日野分会総会 

 

4/21 5/36  

6/15 7/15  

8/10 9/9   

10/12 11/12 

12/16 

 

・6/1  アルプラザ八日市 

・6/5 能登川フレンドマート 

・6/9～13   ビバシティ彦根 

・7/16 能登川老ク連大会 

・7/20 彦根オープンキャンパス 

9/30 支部グラウンドゴルフ大会 

6/28 能登川分会 GG 大会 

10/26 4 支部 GG 大会  

10/18 湖辺清掃 

能登川分会ライティングベル 
準備 撤収 

11/21 支部研修懇親バス旅行   

7/14 10/27 日野分会 環境整備作業 12/14 地域活動事例発表会 

11/22 本部 GG 大会  
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ビバシティ平和堂にて湖東支部作品

展が開催され、59点の作品が出展さ

れました。４４期、学生募集活動も

同時に開催 

 

同窓会活動で会場をお借りし

ているセンターの剪定を実施

しました。風通しの良い明る

い庭に変身。（13名参加） 

松原水泳場の清掃活動を実施しま

した。回収には、土木事務所さんに

応援して頂きました。（28名参加） 

能登川ふれあい運動公園にて、2 年

ぶりの開催。来年は、湖東支部での

開催です。（湖東支部 24名参加） 

湖東愛知川流域を本拠地とした渡

来人依知秦氏のふるさとをウォー

キング（22名参加） 

竜王ドラゴンハットにて開催 

（湖東支部 12名参加） 

前 

 

 

中老人福祉センター庭木の剪定 (10月 3)

日) 

10tuki  

湖東支部作品展 （6月 17～22）

日） 

琵琶湖湖岸清掃活動 (10月 18日) 

４支部ＧＧ大会 (10 月 26 日) 

日帰り研修＆ウォーキング (11 月 12 日)

  tuki  

9 支部ＧＧ大会 (11 月 22 日) 

 tuki 

後 

前 
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６月  湖北支部・春季グラウンドゴルフ大会           熱戦が繰り広げられました！ 

１０月 湖北支部・秋季グラウンドゴルフ大会 

 １０月  湖北支部 同窓会研修旅行        舞鶴引揚記念館・海軍記念館に行ってきました。 

１０月 ４支部親善・グラウンドゴルフ大会 

１０月 琵琶湖岸・さいかち浜清掃活動 １１月 長浜養護学校・樹木剪定支援 ～がんばりました。 

令和４年  湖北支部 この一年 

令和 4年(2022)1月～令和 4年(2022)12月 
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≪編集後記≫ 

物価上昇、社会保険料の値上げ厳しい生活がいつまで

続くやら？新型コロナワクチン接種 5 回目終り、6 回

目もあるのかな？先ずは感染予防を心掛けて、お互い

に元気に新しい年をお迎えましょう。 
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会長 副会長・総務研修部会長 副会長・広報情報部会長 事務局長 

堀江 勇夫 

30期地域文化 

小島  治 

34期地域文化 

濱口 勝司 

32期地域文化 

藤田 順一 

37期園芸 

会計 

 

須藤  豊 

40期健康づくり 

大津支部(287名) 草津・栗東支部(189名) 守山・野洲支部(137名) 甲賀・湖南支部(98名) 

藤田 順一 

37期園芸 

小石 秀司 

39期地域文化 

小島  治 

34期地域文化 

林  弘實 

33期陶芸 

近江八幡支部(148名) 中部支部(151名) 湖東支部(149名) 湖北支部(206名) 

濱口勝司 

32期地域文化 

須藤豊 

40期健康づくり 

諏訪俊雄 

37期北近江文化 

中川豊太郎 

38期北近江文化 

高島支部(51名)   令和 4年 12月末会員 

白井與士則 

36期園芸 

  1,416名 

地域活動部会長 ＨＰ管理班長 事務局員  

諏訪俊雄 

31期北近江文化 

野川篤美 

36期地域文化 

木村萩女 

37期健康づくり 

滋賀県レイカディア大学同窓会組織図 



 

- 28 - 

 

 



 

 

 

 

 

 

昨年２月から始まったロシアのウクライナへの軍事侵攻は２月２４日で一年が 

来るそうです。 

ウクライナ、ロシア双方に多数の死傷者が出ている模様ですが、今年は戦況拡

大か、解決に向かうのか、気になるところです。 

又、中国が一つの中国を目指し、台湾侵攻するのか否か、先行き見通しのつか

ない世の中になって来たなと、感じております。 

 

レイカディア同窓会は令和３年、４０周年記念を無事終え、令和４年度から 

５０周年に向け、動き出した所であります。 

 

レイカディア大学米原校は、米原市から彦根市アル・プラザ彦根に移転し、昨

年１０月から校名も彦根キャンパス、草津校は草津キャンパスと名称変更にな

り、学生募集は、両キャンパスとも定員オーバになるほどの実績を残しました。 

 

同窓会會報「つながり」は今回より一年に一回の発行となりました。 

つながり第 39号発行に就きましては、広報情報部会役員の皆様、又、同窓会

各位のご協力に依り、発行の運びとなりました事、感謝申し上げます。 

今後とも宜しくご指導、ご鞭撻を賜りますよう、お願いいたします。 

(文責  濱口 勝司) 

広報情報部会委員（會報「つながり」編集委員・敬称略） 

 役  職 氏  名 所属支部 

顧 問 藤田  順一 大津支部 

ＨＰ管理班長 野川  篤美 守山・野洲支部 

部 会 長 濱口  勝司 近江八幡支部 

部会委員 小石  秀司 草津・栗東支部 

部会委員 石田  耕一 守山・野洲支部 

部会委員 村上  多津美 甲賀・湖南支部 

部会委員 田邊  初美 中部支部 

部会委員 西村  優 湖東支部 

部会委員 遠藤  博 湖北支部 

部会委員 西澤  幸夫 高島支部 



わ 

 


